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善知鳥彫ダルマは、青森県の文化振興に功績のあった今克巳が県の

工芸品振興のために大正10年ごろより取り組んだのが始まりである。

深紅の衣に包まれた痩身のダルマが前方を見据えるという独特な風

貌は、悟りを開き座禅から立ち上がって前に足を踏み出そうとする姿

を表現している。名前はその昔青森県にいた「善知鳥」という鳥にち

なんで名付けられた。樹木の自然な割れを最大限に生かしたそのダル

マは、一つとして同じものがない。（青森県HPから）

二代目を継いだ福井強は、精神性と芸術性をより高いところに昇華を

させると共に、青森の郷土玩具として全国に広め、平成８年青森県の

伝統工芸品に認定された。

はじめに
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善知鳥彫ダルマの表情
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善知鳥彫ダルマの表情
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善知鳥彫だるまの製作

ー７－

師匠の今克己は言った。「とにかく彫ること。自分の”善知鳥彫りだる
ま”はどういうものか見えてくるから」。40年を経て二代目福井強は言っ
た。「どういう木にも魂（仏）が宿ってる。それを掘り起こすのが ”善知
鳥彫だるま”だ。いい木悪い木なんて無い。失敗の成功も無い、彫り出さ
れた全てに”善知鳥彫だるま”の命は吹き込まれているのだから」と。

”善知鳥彫りだるま”は単なる民芸品とは異なり、その独特な精神文化
と共に今に残っています。一方、製作技術は一人の工人に託されること
となっていたため技術が広がらず、今その継承が問われている。
私たちは、日展彫刻家やバードカービング作家等の協力を得て”善知鳥

彫りだるま”の伝統的な製作法について調査し、ここに公開した。これに
よって”善知鳥彫りだるま”の魅力を広め、百年の歴史を持つ青森市の”善
知鳥彫だるま”の継承に結び付けようと考えている。

※”善知鳥彫だるま”を製作するにあたっての注意事項
“善知鳥彫だるま”の材料となる木材は、不定型な形のものを使用する

ことが多い。そのため片手で材料を押さえながら、もう一方の手に刃物
を持って加工することが多く予期せぬ怪我をすることがある。また、小
さなものほど、疲れている時ほど、急いでいる時ほど怪我のリスクは高
くなる。彫刻に関する基礎知識は必須で、できれば彫刻の実務者から学
ぶのが一番である。



①木割り
木の中に達磨の「姿」を探し、見つ

け、割り出し、彫り出す。

➁面付け
彫刻刀や鑿を使って、顔面部を斜め

に削る。

➂面描き
鉛筆で、「顎」、「鼻下」、「眉間」、「額」

の位置、「顔の輪郭」を描く。

➃粗取り
③で描いた「顎」、「鼻下」、「眉間」、

「額」の線に、切れ目を入れ、彫刻刀で
すくい取り、
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⑤面造り
「顔面」の輪郭と「袈

裟」の縁から始め、鼻、
頬、顎、口と進み、最後
に目を仕上げる。

➅姿造り
善知鳥の後ろ姿に見えるように、肩を

削り出す。他は出来るだけ手を加えず、
木の割れ肌を活かす。

➆色付け
顔と袈裟の縁、

袈裟、最後に目
をいれる。

➇台乗せ
台は主に広葉樹の枝の輪

切り材が使用され、割れ止
め処理される。「善知鳥彫
だるま」は、前方に傾けて
台に設置する。
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善知鳥彫だるま百年の歴史

今純三薯「青森県画譜 第1-12輯」から

初代今克己について

“善知鳥彫だるま”は、「青森市の今克己氏が大正１０年の末ころから彫
り始めたもの、だるま、トラピスト、バテレン、観瀑等の種類があり、就
中だるまは巧みに木節を利用して割り出し、極めて雅趣にむ・・・」と
「東北土俗玩具案内」（昭和３年仙臺鉄道局編纂）に紹介されている。
今克己は、明治２３年４月弘前市に生まれた。後の東奥日報の取材で

「青森第三中学校卒業で福士幸次郎と同級生であった」と述べている。ま
た、明治４４年当時、青森郵便局通信書記に奉職し、北洋画会会員・水彩
画研究者であった（青森県における明治期の美術）。大正８年ころ、洋画
家で版画家である山本鼎が提唱する「農民美術自由画運動」に影響を受け
て「善知鳥彫」を始めた。大正11年の「手工芸品展覧会」（内外商工時
報）、昭和３年の「第１回青年創作副業品展覧会」や「青森県文化象徴
展」、昭和４年～９年では、「青年創作副業品展覧会」や「帝国工芸展覧
会」に出展したという記録があり、特に「帝国工芸展覧会」では「善知
鳥彫」が芸術性が高いということで県内外の注目を集めたとある。昭和８
年、万国科学海洋植民博覧会において「達磨」・「梅日和」が金賞を受賞
するに至り「善知鳥彫」作家今克己の名を確固のものとした。この年から
「板柳銀行青森支店長今克己」、「菊屋百貨店支配人今克己」（昭和１０
年）の名前で出てくるようになる。昭和１２年には「第８回東北名産陳列
会」に善知鳥彫・春駒を出品しており「善知鳥彫」を続けていたことが分
かる。この当時の話は、今克己晩年の昭和56年にグラフ青森の佐久間氏が
取材したテープに肉声が残っている。戦後は、昭和２３年「ねぶた審査委
員長」、昭和２４年「青森県玩具商工業組合」(日本の木製品工業）、昭
和２５年「青森県図絵製作」、昭和２６年「国立公園十和田八甲田連峰案
内図出版」等、精力的に創作活動に励んだ。しかし、今克己６２歳の昭和
２７年のときに娘が亡くなり５年間活動が途絶えている。活動を再開した
のは昭和３２年ころからで、大阪大丸百貨店、秋田産業博覧会、東北・北
海道観光物産展等に出品して好評を得た。その後、昭和４１年７１歳のと
き皇室への「ねぶた祭人形」制作献上、青森北東ロータリークラブ第17回
卓話、昭和５６年の９１歳では「今克己展」を開催する等、昭和５７年７
月９日９２歳で亡くなるまで「創作活動と産業振興」において青森県に大
いにに貢献した。
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福井強は「俺は昭和２０年８月１５日の
終戦日にサハリンで生まれた」と言って
いた。終戦の混乱の中、母親と一緒に日
本に逃れてきたという。付き合ってみる
と、日本人ばなれした彼の容姿とはまっ
たく真逆の、人懐っこくて日本人くさい
思考回路とのギャップの魅力に引き込ま
れる。
昭和59年の10月ころであった。イタリ

ア人マフィアのような男が、これ以上の
低姿勢が無いほど腰を低くして現れた。
福井強であった。この時、彼は二代目善
知鳥彫だるま職人になって3年経ってお
り、「おっきい善知鳥彫だるまを作りた
い」と、私にその相談を持ち掛けた。今
考えるとこれは二代目善知鳥彫だるま職
人福井強を世間に知らしめる一世一代の
デビューイベントであった。

二代目福井強について

思惑は当たり、「善知鳥彫りの復活にかける福井強さん」（昭和５９年
県政のあゆみ）と、多くのマスコミが二代目善知鳥彫りだるま職人福井強
を取材に訪れた。しかし、昭和60年のこの当時、すでに民芸品の生産額、
従業員数、企業数共に右肩下がりの衰退傾向が続いていたことに誰も気が
付いておらず、他の伝統工芸品同様、「善知鳥彫だるま」もまたこの流れ
を変えることはできなかった。
平成５年、福井強は、母の経営する「老人保健施設」を手伝うこととな

り、善知鳥彫だるま職人との二足の草鞋を履くことになる。彼は施設で演
劇を開催したり、「詩」の仲間づくりをしたりして施設を盛り上げたこと
でたくさんの人が集まるようになった。「善知鳥彫だるま」職人の方も、
平成８年に「青森県の伝統工芸品」に認定され、平成１６年には福井強が
「青森県伝統工芸士」に選定され、平成１９年には「青森市の巧の職人」
に選ばれた。また、平成２５年には自ら出版した詩集「開けっ放しのパン
ドラの箱」が青森県詩人連盟賞を受賞し、廻りの人たちを驚かせた。
令和６年１月３日、福井強は逝ってしまった。後継者のことを尋ねると、

「心配しなくてもいいよ。いい時に現れるもんだよ」と言葉を残しながら。
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特定非営利活動法人おどろ木ネットワーク
〒038-0003  青森県青森市大字石江字江渡106番地227

TEL  017-781-4612                FAX 017-781-4612 
URL: http://www.odorokikobo.com/    Email:odoroki7@bc4.so-net.ne.jp
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